
115ヒューマンライブラリーの実践と今後の課題

新潟青陵大学短期大学部研究報告　第50号（2020）
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１．は じ め に

　2020年のオリンピック、そしてパラリンピック開催へ向けて、「福祉」という以外にも社会における「多
様性」とその「共存」という課題に対し、開催国の日本だけでなく世界の関心が高まっている。産業界
でも「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のためのSDGs（持続可能な
開発目標）が2015年９月の国連サミットで全会一致で採択され、2030年を年限とする17の国際目標が掲
げられており、その中にはすべての人への健康と福祉の提供、ジェンダーの平等、社会の平等など社会
的包括の実現もうたわれている１。
　ヒューマンライブラリーは「障がい２をもっていたり、人種的なマイノリティであったりすることで
人々から近づきにくいと思われたり、偏見を受けやすい立場にある人が、『本』となって30 ～ 45分程度
貸し出され、『読者』は１対１で、あるいは１対数人でその『本』の語りに耳を傾け、対話がなされる
という特別な『図書館』（イベント）である」（横田2012, p.155）。自己とは異なる背景を持つ「本」役の人々
との対話を通して「読者」（イベントの来場者）は単純にその「本」の持つ属性についての知識を得る
だけでなく、社会の多様性を理解し、同時に意識的・無意識的に持つステレオタイプや偏見に気づき、
それらと対峙するきっかけとなる。この取組みは、偏見を低減することや多様性に寛容な心を育てる等
の実践的なイベントとして各地で行われている（坪井 2017. p. 65）。社会全体が多様性の共存に向かう中、
その実現のためには社会の構成員一人一人がそれに対する理解を深めることは不可欠であり、ヒューマ
ンライブラリーはその目的に資する非常に有効な手段の一つと考える。
　2018年10月、筆者の所属する新潟青陵大学・短期大学部地域貢献センター（現社会連携センター）で
は「ふわりとつつむ」をテーマに地域の多文化共生を目指し、「あなたを知って私を知りたい～ヒュー
マンライブラリー＠SEIRYO」と題して同イベントを開催した（関、岩森、他2019）。その実績が新潟

１ SDGsとは？ JAPAN SDGs Action Platform 外務省
　（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html）
２「障がい」「障害」の表記に関しては主観的な見解によって議論がなされるが、本稿では原則その言葉を使用した者が

記した表記に従い、それ以外は「障害」の表記を使用する。
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県に評価され、2019年には、「天皇陛下御即位記念　第34回国民文化祭・にいがた2019、第19回全国障
害者芸術・文化祭にいがた大会３障害者芸術・文化事業」の一つとしてヒューマンライブラリー新潟実
行委会（新潟青陵大学・短期大学部社会連携センター、新潟医療福祉大学シティズンシップ教育実践研
究センター）が実施主体となり「ニイガタヒューマンライブラリー 2019」が新潟市と新発田市で開催
された。ヒューマンライブラリーが行政の助成金等を利用して開催される事例はあるが、県の事業とし
て開催されるのは日本で初めてのことである。
　今回のヒューマンライブラリーは、特別企画としてセミナーや講演会なども開催されたが、本稿では
2019年11月10日（日）に筆者の所属する新潟青陵大学・短期大学部で開催されたヒューマンライブラリー
の開催に向けた「学生司書プロジェクト」を含めた一連の実践報告と、前年度と併せてヒューマンライ
ブラリーの２回の開催を終え、それらを踏まえた上での今後の課題について議論することを主たる目的
とする。

２．ニイガタヒューマンライブラリー 2019実践報告

２－１．ヒューマンライブラリー学生司書プロジェクト

　新潟青陵大学・短期大学部で開催されたヒューマンライブラリーの実施主体は同大学の社会連携セン
ターであるが、前年度に引き続き「学生司書プロジェクト」４を立ち上げた。「司書」とは「本」を貸し
出す主催者（スタッフ）であり、準備から当日の運営までを担う。新潟青陵大学から臨床心理学科４年
生１名、１年生３名、社会福祉学科４年生６名、看護学科２年生１名、新潟大学短期大学部から人間総
合学科２年生18名（ゼミ活動として参加）、１年生３名、幼児教育学科１年生１名の合計33名がこのプ
ロジェクトに参加した。前年度のプロジェクトは12名の参加があったが、今回約３倍に増え、学生の中
でのヒューマンライブラリーの知名度、そして多様性の理解への関心が高まったことがうかがえる。
　日本で開催されるヒューマンライブラリーは大学のゼミや有志学生を募ってアクティブラーニングの
一環として行われているところも多く、「本」の選定から参加依頼、資金集め、告知・宣伝、そして当
日の運営と一連の流れを学生主体で行っており、ヒューマンライブラリー運営は学生への高い教育効果
をもたらすと報告されている（工藤 2012、横田 2018）。本来この「学生司書プロジェクト」でも同様の
活動内容が理想ではあるが、参加学生の主軸が筆者ゼミの短大２年生であることから、経験値への懸念
や就職活動と同時進行で企画や準備を進めることに限界があり、またその他の参加学生も学科や学年の
違い、加えて実習系の分野であるため、物理的に全学生が協働することが困難という理由から、（学生
の話し合いを参考にした）「本」の選定と参加依頼は筆者が行い、「学生司書」の主たる活動は「あらす
じ」作成と当日の運営に設定した。
　「あらすじ」はヒューマンライブラリー当日、会場に掲示される「本」の紹介文である。タイトル、
サブタイトル、「本」の属性を表すハッシュタグ、「本」を紹介するあらすじ本文、そしてあらすじ作成
を担当した学生からのコメントで構成されており、「読者」はその「あらすじ」を参考に読みたい（対
話したい）と思う「本」を選択する。「学生司書」は担当の「本」と直接会い、遠隔地の場合はビデオ
会議システムを利用するなどして、「本」のライフストーリーやそこで抱える葛藤、生きづらさ、それ

３ 天皇陛下御即位記念　第34回国民文化祭・にいがた2019、第19回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会
　　（https://niigata-futtotsu.jp/）
４ 2019年度新潟青陵大学短期大学部学長教育改革助成金事業として採択。



117ヒューマンライブラリーの実践と今後の課題

新潟青陵大学短期大学部研究報告　第50号（2020）

らを克服した現在、あるいは今なおそれと対峙する姿、考え方や価値観を聞き取り、それらを学生自身
の言葉で「あらすじ」としてまとめた。「あらすじ」作成を終え、自己の中にどのような変化が起こっ
たか、学生のレポートから一部抜粋して紹介する。

　実際のヒューマンライブラリーでは「本」との対話は30分間と限られているが、「学生司書」はこの
「あらすじ」作成を通して「本」と親密なコミュニケーションを重ねることになる。「本」の持つ属性に
関する知識を得るだけではなく、同情的感情が共感に変化する様もみうけられる。また、自己の物の見
方を振り返り、さらに自己の世界観を再構成していることが分かる。
　従来のアクティブラーニングで期待される学習効果は、対人コミュニケーション能力、問題解決力、
論理的思考力、実行力といったスキル向上といったものであるが、この「学生司書プロジェクト」は「学
生が他者と関わりながら、対象世界を深く学び、これまでの知識や経験と結び付けると同時にこれから
の人生につなげていけるような学習」（松下2015、p.23）と定義されたディープ・アクティブラーニン
グの実践にも繋がると考える。
　「あらすじ」作成に加えて、「学生司書」が多様性について学ぶ機会として複数回に渡り、ヒューマン
ライブラリーの「本」役を迎えて勉強会を行った。その他にも筆者が「本」と懇談を行う際、「本」が
開催する活動、またそれ以外にも多様なサブカルチャーについて学習する機会には学生の参加を促した。
以下はその詳細である。
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２－２．ヒューマンライブラリー合同リハーサル

　ヒューマンライブラリー本番を１か月後にひかえた10月初旬、新発田市でのヒューマンライブラリー
の「本」、運営に携わる新潟医療福祉大学の「学生司書」と合同で、顔合わせ会も兼ねた「読書」のリハー
サルを新潟青陵大学・短期大学部で行った。「本」20名、「学生司書」28名、筆者を含む教員２名、合計
50名が参加した。「読書」は「対話」が基本になることから、時として「読者」からの発言や質問を促

５ 障害者総合支援法に基づく自立訓練（生活訓練）を利用した２年間の教育事業（ttps://www.kingo-college.jp）
６ 天上の音楽～ハートケアコンサート～（https://www.tenjo.jp/）
７ 天皇陛下御即位記念　第34回国民文化祭・にいがた2019、第19回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会 障害者芸術・

文化事業ニイガタヒューマンライブラリー 2019の関連企画としていわむろや（西蒲区岩室温泉）にて開催。
８ 新潟青陵大学・短期大学部社会連携センター「ふわりとつつむインクルージョン講座」として開催された公開講座。
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すことや、対話の流れのコントロールなど、「本」にはファシリテイターとしての役割が求められるこ
ともある。大まかな進行として、最初の10分は「本」が自己紹介も含めて自身のライフストーリーを話
し、あとの20分は自由な「対話」の時間として「読書」のリハーサルを行い、その後参加者全員でディ
スカッションを行った。
　まず筆者からは30分ではすべてを語り切れないこと、「読者」に消化不良的なモヤモヤ感が残っても
構わないこと、むしろそのモヤモヤ感やさらなる疑問が生まれることが対話の目的であることを伝えた。
前回のヒューマンライブラリーの「本」の経験者からは、「何度も対話を重ねることで自分の語りも上
手くなる」「自分が話したいことより『読者』が何を聞きたいかに耳を傾け話すようにしてみては」な
どのアドバイスが出た。「『読者』から質問も出ず時間を持て余してしまった」といった意見に対しては、
自助グループで対話活動を行っている「本」から「最初の雰囲気づくりとして簡単なアイスブレーキン
グを行ってみてはどうか」「『読者』から自発的に質問が出ない場合は、あらかじめ質問カードを用意し
て、そこから質問を選択してもらうこともできる」といった具体的な案も出された。また最後に、「自
分の属性について自分でもまだよくわかっていないことに気づいた」「『読者』にしっかり伝えられるよ
うにさらに準備をしようと思った」などの意見も聞かれ、本番に向けた有意義なリハーサルとなった。
　
２－３．「ニイガタヒューマンライブラリー 2019＠SEIRYO」開催

　2019年11月10日（日）、天皇陛下御即位記念　第34回国民文化祭・にいがた2019　第19回全国障害者
芸術・文化祭にいがた大会　障害者芸術・文化事業「あなたを知って私を知りたい～ニイガタヒューマ
ンライブラリー 2019＠SEIRYO」の本番を迎えた。当日の「読書」は12時より受付を開始し、12.時30
分から16時45分までの間30分ごとの６セッションを用意し、セッションごとに15分の休憩時間を入れた。

「本」は原則６セッション中４セッションに参加、当日は20名が「本」として参加した。うち、前年度
に引き続き２回目の参加は５名であった。「本」のタイトルとキーワード（属性）のリストは以下の通
りである。
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　「読者」（来場者）はまず「本」を故意に傷つけない、「本」のプライバシーを厳守するといった「同
意書」にサインをする。この「同意書」へのサインはヒューマンライブラリー発祥のデンマークなどで
は義務付けられておらず、日本特有のものである。元来、「本」はマイノリティの属性を持つ弱い立場
であり、そうした「本」が自らの個人的体験を自己開示してくれる場であることを「読者」に理解して
もらう重要なプロセスであるとされている（駒沢大学社会学科坪井ゼミ編2017、p.65）が、昨今この「同
意書」の「『本』を傷つけない」という文言が「読者」にとっての大きなハードルとなり自由な対話を
妨げてしまうのではないかという議論もある。そこで、前年度使用した「同意書」の「興味本位、また
は誹謗中傷目的での「本」が傷つくような質問・言動はお止めください」という文章を「『本』の方に、
興味のあることを自由に聞いていただいて構いません。但し、誹謗中傷目的での『本』が傷つくような
質問・言動を意図的に行うことはおやめください」と変更し、「読者」には「遠慮」ではなく「配慮」
を求める内容とした。
　サインした「同意書」と引き換えに「読者」は「読書カード」を受け取り、会場に掲示された「あらすじ」
をもとに受付で読みたい「本」の予約をする。時間になったら「読書」の会場へ行き、「本」と「読書」

（対話）をする。できるだけ多くの「読者」に「読書」してもらうための仕組みとして、同時に複数の
「本」の予約はできず、「読書」終了後、15分間の休憩時間を利用し、次の「読書」の予約をするという
形で行った。また「本」１名に対して、「読者」は多くて６名までとし、少人数での「対話」を重視した。
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前年同様、会場はアクティブラーニング講義室２室、定員50名程度の中講義室1室に「読書」のテーブ
ルを複数設置したオープンでリラックスできる空間を演出した。
　今回初めての試みとして聴覚障害を持つ「本」Ｋさんとの対話は筆談で行った。情報保障として新潟
県から要約筆記者を有償で３名派遣してもらったが、「読者」への情報保障を優先し、Ｋさんには筆記
者をつけなかった。Ｋさんは聴覚に障害を持つが発話には問題がない。また実生活で常に筆記者がつい
ているわけではなく、Ｋさんにとっては筆談が聴者との通常のコミュニケーションの手段となる。「読
者」にもぜひ筆談のコミュニケーションを体験してもらいたいということから、Ｋさんの対話テーブル
にはミニホワイトボードを設置、Ｋさんに対してのコミュニケーションだけではなく、聴者である「読
者」同士でも筆談でコミュニケーションをしてもらうという大変興味深い試みとなった。また今回この
情報保障制度を利用した「読者」は３名（うちＫさんが「読者」として参加した際にも利用）であった。
　当日は「本」や「学生司書」も時間が許す場合は「読書」に参加したため、合計で150名以上が「読書」
を体験した。国民文化祭・全国障害者芸術・文化祭の一事業として開催されたため宣伝効果も高く、新
潟市外からももちろん、さらに大阪、和歌山、宮崎からの参加もみられた。その中には自身の大学や施
設でヒューマンライブラリーを開催したいといった視察目的での参加者もあり、その関心の高さがうか
がえた。また青陵図書館との共同企画として「本」の方たちが推薦する本の展示を同図書館で開催、加
えて以下の通り「本」を講師としてミニ講演会も同時進行で行った。
　
　１）ミニ講演会１「我にカエル　まぶたの人生」

　　　　講師：眼瞼下垂協会　副理事長　フレイクさん
　　　　時間：14：00 ～ 14：40　
　　　　定員：30名

　２）ミニ講演会２「心の病は宝物！ ONLY ONE 君にしかできないことがきっとある！」

　　　　講師：癒し系表現者　Kaccoさん
　　　　時間：14：45 ～ 15：25　
　　　　定員：30名

２－４．「読者」アンケート結果

　「読者」として参加した来場者に対して、選択式・記述式の14の設問（うち問１～６までは国民文化
祭・全国障害者芸術・文化祭全体に対する設問、問７～ 14はヒューマンライブラリーに特化した設問）
で構成されるアンケートを実施した。回収数は151名中72名、回収率は47.6％であった。ここでは特筆
すべき事項のみ報告する。
　「読者」の年齢は「20歳未満」が9.8％、「20歳代」が25.3％、「30歳代」が18.3％、「40歳代」が19.7％、「50
歳代」が16.9％、「60歳代」が5.6％、そして「70歳代以上」が4.2％で、うち「女性」の参加が64.2％であっ
た。20歳未満から70歳代以上まで、すべての年齢層に「読者」がいることからヒューマンライブラリー
が性別を問わず幅広い年代へアピールする取組みであることが分かる。ヒューマンライブラリーへの参
加の理由として（複数回答可）、「自分にとって関心あるテーマの『本』がいたから」が61.1％と最も多
く、次に「企画の趣旨、目的に共感したから」が54.4％であった。「以前、別のヒューマンライブラリー
に参加していて、また参加したいと思ったから」という回答も16.6％と少数ではあるが見うけられ、前
年からのリピーターがいることも推測できる。
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　「次回、ヒューマンライブラリーがあれば参加したいか」の問に対しては「ぜひ参加したい」が
83.3％、「やや参加したい」が15.5％と、すべての「読者」が今後のヒューマンライブラリーへの参加の
意思を表したことは、この取組みが一定の評価を受けた結果であると考える。また、「どの本を借りたか」

（複数回答可）の問では、どの属性の「本」も平均して借りられていたが、その中でもLGBTの属性を
持つ「本」に高い関心が集まっていた。「今後どのようなテーマの『本』と語りたいか」（記述式）の問
に対しては、身体的・精神的障害を持つ「本」との語りを希望する「読者」が多い中、障害者のピアサ
ポート・障害者雇用関連といった支援に関わる「本」、また子育て中の母親といった生活スタイルにお
ける多様性に関する「本」、助産師、看護師、eスポーツといった特殊な職業、分野に従事する「本」へ
の関心も見られた。
　「本企画への参加を通して、自分の考え方に変化があったか」の問では、「変化があった」が45.2％、

「やや変化があった」が37.5％と、大半の「読者」に何かしらの気づきや心の変動があったことが分かる。
以下に「どのような変化があったか」（記述式）の問に対しての回答を一部抜粋して報告する。
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　特定の属性やその属性を持つ「本」の文化を知れたというもの、またもともとあった自分の中の考え
を再認識、ないしは考え直すきっかけになったというもの、「本」に親近感、共感を抱くものなど、「読者」
の中で起こった変化の度合いは様々である。特に今回顕著であったものは、対話で得たものを自身の生
き方に結びつけ、そして今後何か活動に参加したり、仕事で生かしたりとそれらを社会に還元しようと
する傾向が見られたことであった。ヒューマンライブラリーは個々の多様性の理解と偏見の低減に資す
る取組みであるが、さらに個々が「本」との対話でで得たものを各自のコミュニティに持ち帰り、社会
の多様性への寛容な姿勢をさまざまな方法で自ら体現し、それらを促進してくれることを強く願う。

２－５．「本」アンケート結果

　「本」に対しても、選択式・記述式の９の設問で構成されるアンケートを実施した。回収数は20名中15名、
回収率は75％であった。ここでは特質すべき事項のみ報告する。
　ヒューマンライブラリーへの参加の理由として（複数回答可）、「企画の趣旨、目的に共感したから」
が80％と最も多く、この取組の社会的意義が理解されていることが分かる。次に「様々な人たちに出会
いたいから」と「内容に魅力を感じたから」がともに66.6％と、「図書館」という仮想空間で一対少数
の対話を繰り返すというヒューマンライブラリー独自のシステムも「本」にとってその参加意欲を掻き
立てるものであると理解できる。また「以前から他のヒューマンライブラリーに参加し、楽しかったから」
が60％、「知人、友人に勧められたから」が26.6％と徐々にではあるが、ヒューマンライブラリーの体
験者が増え、その認知度が上がっていることがうかがえる。「また『本』としてヒューマンライブラリー
参加してみたいか」という問いには「是非参加したい」が57.1％「都合がつけば参加したい」が42.8％と、
全員が今後のヒューマンライブラリーの活動に対して好意的な姿勢を示した。
　ヒューマンライブラリーに参加したことで考え方に変化があったかという問いに対して、「とても変
化があった」が42.8％、「少し変化があった」が35.7％と過半数が何かしらの変化を感じているが、残り
の21.4％は「あまり変わらない」という回答であった。前年度のアンケートでも類似した結果が出たが、
これは「本」の中には自助グループでのリーダー的な役割を果たしている者、講演会や勉強会などの講
師の経験者も多数いるため、普段から社会との接触も多く、必ずしも大きな変化を経験しなかったので
はと推測する。次に（変化があった場合は）「どのような変化があったか」（記述式）の問に対しての回
答を一部抜粋して報告する。
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　次に「ヒューマンライブラリーに本として参加することの意義、価値はどのような点にあると思うか」
（記述式）の問に対しての回答を一部抜粋して報告する。

　ヒューマンライブラリー参加後の変化においては、自己について振り返ることができ、さらに自己を
肯定的に捉えられるようになったこと、そして「読者」側にも多様な考え方があることへの気づき、ま
た自分の語りに耳を傾けてもらえることへの感謝が見られた。そして、それらも踏えて、多様な人と出
会い自分を知ってもらえること、自分自身をさらに知ることができること、自分が社会に貢献できると
いう喜びを得られることにヒューマンライブラリーの価値を見出していることが分かる。前年同様、今
回のヒューマンライブラリーでも「本」が自己の経験や生き方を語ることによってそれらを再構築する
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ナラティブ効果（菅原他、2018）があったと推測できる。

３．今後の課題

　自己の中にある固定観念や偏見に気づき、多様な生き方を認め合うことを目指すヒューマンライブラ
リーは現代の社会のニーズに合致する意義ある取組みである。また主催側の「学生司書」にとっても
ヒューマンライブラリーは多くの学びを与えてくれる。今後もこのヒューマンライブラリーを継続して
いく上でより意義を高めるため、筆者の経験を踏まえて課題を提起したい。
　はじめにアクセシビリティーの観点から考える。ヒューマンライブラリーは参加するにあたり特別な
知識や準備は必要なく、また入場無料・予約不要で開催されるものが多く比較的敷居の低い参加しやい
すイベントである。青陵でのヒューマンライブラリーでは高校生から参加可能、それ未満は保護者同伴
を条件に開催したが、当日は小学生の子供を連れた参加者も見られ、まさに幅広い年代の人々に足を運
んでもらった。しかし「足を運ぶ」ということは、このようなイベントに参加したいという意思がある
ということで、元々多様性に対する興味や関心がある人、多様なサブカルチャーが共存する社会に寛容
に対応できる資質が備わった人々が参加しているとも考えられる。しかしデンマークで始まったヒュー
マンライブラリーがその最初の開催場所を北欧最大のロックフェスティバル９としたように、人々が
ヒューマンライブラリーに足を運ぶのではなく、ヒューマンライブラリーが多様な人々が集う場に出向
き、そこで「本」と「読者」の偶発的な出会いを作ることも必要ではないか。日本でも2018年に麗澤大
学山下ゼミが千葉県柏市、柏駅近くの歩行者天国で路上でのヒューマンライブラリーを開催し４冊の

「本」を貸し出した10。今後はより多くの人々に足を運んでもらうためさらにアクセシビリティーを高
めるだけでなく、こちから「足を運ばない」人々にアクセスし、「本」との出会いに繋げる試みも必要
である。また早い時期から多様性に触れる重要性も考えると、小学校や中学校での開催も検討してみたい。
　アクセシビリティーに配慮すること、それはバリアフリーの環境を確保することである。ヒューマン
ライブラリーの開催会場が大学である場合は、比較的、物理的なバリアフリーは確保されている。身体
的な障害を持つ「本」や「読者」のサポートも「学生司書」が行える体制は整えている。２回のヒュー
マンライブラリーを終えて難しいと感じたことは、聴覚障害を持つ「読者」への情報保障である。新潟
市は無償で手話通訳や要約筆記者の派遣を行っているが、市ないしは福祉関係団体が実施する事業、ま
たは公的機関での手続き、医療機関での診療などの目的に限定される。新潟県からの派遣は有償で、市、
県いずれも人数に限りがある。ヒューマンライブラリーは「読者」が個別に「本」を選び、自由に「読書」
に参加する形式であるがゆえに、聴覚障害を持つ「読者」が多数参加した場合、個々に対応できるだけ
の通訳者や筆記者を確保することは難しい。今回は要約筆記者３名１組を県から派遣してもらい、情報
保障制度利用希望者からの事前予約を受け付け、要約筆記が入る時のみ「読書」の会場を筆記用のモニ
ターがあらかじめ設置してある会場に移し対応した。今回この情報保障制度を利用した「読者」は３名
と少人数だったため対応できたが、今後利用希望者が増えた場合の対応を検討しなければならない。
　次に「対話」についてである。まだ我々日本人は「対話」というものに慣れていないという現状がある。

９ 当初は “Stop the violence” 「暴力廃絶」を目的として2000年に北欧最大のロックフェスティバル、ロスキルド・フェ
スティバルの一企画としてデンマークで行われた。

10 2018年11月18日（日）柏駅東口ハウディモールにて麗澤大学ヒューマンライブラリー（山下ゼミ）が路上ライブ「ヒュー
マンライブラリー」を開催。
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昨今子供たちの思考力や判断力を育成するために始まったとされる哲学対話（梶谷2018、p.29）の大人
向けイベントや、対話をベースにしたさまざまな催しが開催されており、若干のブームにもなりつつあ
るが、多くを語らず察することを美徳とする文化が根幹にある日本人にとって「対話」というものはま
だハードルの高いものではないか。ヒューマンライブラリーが「本」との「対話」であると聞いて、参
加を躊躇してしまったという声も聞く。実際に筆者もヒューマンライブラリーのリハーサルでは「読者」
の発言を促すことを重点的に「本」と意見を交換し合った。しかし、「考えるとはどういうことか　0歳
から100歳までの哲学入門」の著者である梶谷は対話のルールの一つとして「発言せず、ただ聞いてい
るだけでもいい」とあげている（2018、p.46）。対話では発言の内容が自由であるのと同じように発言の
タイミングも自由であり、それが許されなければ心で自由に考えることもできない（2018、p.60）。もち
ろん対話は互いの発言の重なり合で発展していくものであり、自由な発言は大いに期待されるが、まず
は黙って「自己と対話する」ことも歓迎し、「読者」に対しての「対話」のハードルを下げる必要もあ
るのではと考える。
　それとは対照的に、発言したいと思う「読者」を躊躇させるのが「同意書」の存在である。「同意書」
は社会的にマイノリティとされる「本」とマジョリティとされる「読者」の力を対等する役割がある
とされており、また「本」を守るために必要である（駒沢大学社会学科坪井ゼミ編2017、p.65）。しかし、
前述したとおり、「『本』を意図的に傷つけてはいけない」という文言が真の「対話」を妨げてはいない
か。筆者自身「読者」の経験もあるが「意図的」ではないにせよ、どのような発言が「本」を傷つけて
しまうかわからないという状態が、発言を躊躇させてしまうことは確かである。学生が「読者」として
参加した際に「相手のことを傷つけないように、相手の気持ちを察しながら、どこまで発言していいか
探りながら対話することは難しかったが、良いコミュニケーションの練習になった」と感想を述べてい
たが、ヒューマンライブラリーは「察しのコミュニケーション」の練習の場で良いのだろうか。今後は

「同意書」の内容も検討し、いかに「読者」に自由に発言してもらうか、その方法を模索したい。
　「対話」にはある程度その流れを導くファシリテーターの役目があることが望ましい。時として「読者」
がその役目を担ってくれるときもあるが、そうでないときは「本」がその役を担えることが理想である。
そのためには「本」の勉強会の開催や、前述の「同意書」の内容の精査を含めた「対話」の発展を目指
して「本」と協働で考えていける場を設けたい。
　最後に「学生司書プロジェクト」の教育効果についてである。ヒューマンライブラリーは学生のアク
ティブラーニングには最適な場である。一連の活動を通して学生の認知的、倫理的、社会的能力、教
養、知識、経験値の向上が認められたとう研究報告や（山下、2016）異文化感受性の発展も示唆されて
いる（山下、2018）。しかしこれらは学生に主体性を持たせ、「本」の選定から参加依頼、イベントの告
知・宣伝、時には資金集めまでを含めた総括的な運営を任せた結果として得られる教育効果である。筆
者の立ち上げた「学生司書プロジェクト」は筆者のゼミ生である短大2年生が中心で、ヒューマンライ
ブラリー実施に向けた準備が就職活動の最も忙しい時期と重なる。ゼミ以外の有志学生も学年、学科が
異なり、さらに学外での実習などがあり物理的な協働が難しい。これらの理由で主な活動を「本」の

「あらすじ」作成と当日の運営と限定しているが、はたしてこれで十分な教育効果が得られるのだろう
か。また、前年度12名であった参加学生が今回は33名と大幅に増え、多くの学生が「多様性の理解」と
いったテーマに関心を示してくれることは喜ばしいことであるが、今までは複数担当する必要があった

「本」が、学生２名１組で１～２冊程度の「本」を担当する程度にとどまり、負担は減ったが「あらす
じ」作成を通じての多様な「本」との関わりの機会も減ってしまった。さらに、学生教育を目的として
ヒューマンライブラリーを実践するというより、大学の対外的な地域貢献イベントであるヒューマンラ
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イブラリーを教育の場として活用していることから、本来は学生主体で運営できる規模のヒューマンラ
イブラリーから始めることが望ましいが、「本」20冊、「読者」100人規模の大きなイベントを想定しな
ければならず、イベントの成功が絶対であり、教育の場として学生に葛藤する猶予や失敗する機会を与
えられていないのも事実である。
　しかし「学生司書プロジェクト」に参加した学生の満足度は非常に高い。「あらすじ」作成を振り返っ
たレポートからも分かるように、学生は多様な属性を持つ「本」との出会いを通して、その属性に関す
る知識を深めるだけではなく、内省力も高まり、社会の多様性を受け入れようとする姿勢が見られる。
実際に「街で視覚障害の方を見かけ、今までなら絶対に声をかけなかったが、今回は自ら声がけをして
自分の腕を掴んでもらい、その方が行きたかった場所まで案内した」という学生もあり、学生の中のこ
の変化一つだけをとっても、「学生司書プロジェクト」の意義があることは確かである。２回のヒュー
マンライブラリー開催を経て、筆者自身の経験値も上がったことから、何ができるのか、どこまでやり
たいのかを学生に考えさせ、今後は運営の主体を少しずつ学生に移行していくことを検討したい。また、
学生向けの勉強会は継続するとともに、ヒューマンライブラリーに向けての「本」のための勉強会、あ
るいは茶話会なども開催し、そこへの学生の参加も促すことでより多くの「本」とのコミュニケーショ
ンの機会を設けていければと考える。

４．お わ り に

　新潟青陵大学・短期大学部での2018年、2019年の２回のヒューマンライブラリーの開催を終え、アン
ケート結果や実際に聞く声から、この取組みが「読者」「本」そして「司書」から一定の評価を得てい
ることは明確である。また今回は県の事業として行ったため宣伝効果も高く、県内外に新潟のヒューマ
ンライブラリーの取組みが紹介された。さらに新潟日報11やNHK新潟12で特集が組まれ、NHKでは全国
版13、海外版14でも放送されるなどヒューマンライブラリーの認知度の向上にも貢献した。加えて、ヒュー
マンライブラリーを自分のコミュニティや施設等で開催したいといった声もあがっており、新潟県内で
のヒューマンライブラリーの広がりの兆しも見せている。　　
　新潟青陵大学・短期大学部社会連携センターでは2020年も第３回目のヒューマンライブラリーの開催
を予定おり、「学生司書プロジェクト」も引き続き継続していく予定である。今後も、前述した課題を
もとに、学生の教育効果の向上とヒューマンライブラリーのさらなる発展、そして共生社会の実現に寄
与していくことを願う。

11 2019年11月10日（土）新潟日報朝刊福祉版に「対話重ね広がる理解」と題して筆者が講師を務めた岩室でのヒューマ
ンライブラリーのセミナー＆体験会の様子が紹介された。また令和年元旦新潟日報社説でも青陵でのヒューマンライ
ブラリーが言及された。

12 2019年11月13日（水）「NHK新潟ニュース610」にて紹介。
13 2019年12月６日（金）NKH「ひるまえほっと～関東～」12月20日（金）「BSニュース４K」にて紹介。
14 2020年１月24日（金）NKH WORL-JAPAN 「NEWS ROOM TOKYO」にて紹介。
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